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視報告第２号  

令和４年１１月３０日 

 

ふじみ野市議会  

議長 山 田 敏 夫 様 

 

 

総務・教育常任委員会       

委員長 民 部 佳 代      

 

 

総務・教育常任委員会視察調査報告書  

 

 令和元年第１回臨時会において閉会中の継続調査の申し出をした所管事務に係

る特定事件の調査について、令和４年１０月２４日に埼玉県鴻巣市を視察し調査

を実施したので下記のとおり報告します。  

 

記 

 

１ 調査事項  

ＩＣＴを活用した学校教育の取組について（埼玉県鴻巣市）  

 

２ 出席委員  

委 員 長  民 部 佳 代   副委員長  原 田 雄 一 

  委  員  坪 田 敏 孝   委  員  加 藤 恵 一  

  委  員  島 田 和 泉   委  員  伊 藤 初 美  

   

３ 欠席委員  

  委  員  新 井 光 男  

 

４ 視察の概要  

 

●埼玉県鴻巣市の概要  

 鴻巣市は埼玉県のほぼ中央に位置し、南西部には荒川が流れている。土地は、

関東ローム層及び荒川沖積層からなり、概ね平坦、肥沃で、気候にも恵まれ、稲

作を中心に花き、果樹等の生産が盛んである。  

 昭和２９年に１町５村が合併し、県内１７番目の市として市政を施行した。江

戸時代には中参道の宿場町として栄え、また３８０年有余の伝統を誇る「ひな人
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形のまち」として全国にその名が知られている。  

 平成１７年１０月１日に、吹上町、川里町と合併し、面積６７．４４ｋ㎡の新

鴻巣市が誕生した。令和４年４月１日現在、人口は１１７，５７８人であり、首

都圏５０ｋｍ圏内という地理的条件に恵まれ、県央部の中核都市として発展を続

けている。  

 

【１】視察調査の目的  

 国は、変化の激しい時代を生き抜くため個別最適化された創造性を育む教育

の実現が重要であるとして、教育分野へのＩＣＴの導入と利活用を行うＧＩＧ

Ａスクール構想を推進している。  

 本市でも教育ＩＣＴ環境の整備を推進してきたが、令和２年頃から新型コロ

ナウイルスの影響により、想定よりも急速に整備を行うこととなった。令和２

年度は、導入後の活用について模索している段階であったが、令和３年度は各

学校でも活用している状況が見受けられた。そこで本委員会では、本市ＩＣＴ

教育環境の現状と課題について把握した上で、ＩＣＴ教育の先進市である鴻巣

市の取組や課題を研修することとした。  

 

【２】ＩＣＴを活用した学校教育の取組について  

（１）教育ＩＣＴ基盤のフルクラウド化の経緯と概要について 

 鴻巣市では、令和３年度に先端技術の活用による教育ＩＣＴ環境の整備と

して教育ＩＣＴ基盤をクラウドサービスに全面移行（フルクラウド化）した。

フルクラウド化により、ネットワーク環境が整備されている場所であれば、

どこからでも学べる環境が構築された。 

 以前のネットワーク及び端末を分離する環境では、ネットワーク分離によ

り教材の授業活用や児童生徒とのやり取り等が煩雑化することや校務等での

連携が図れないといった課題があった。そこで、児童生徒と教職員の利用の

しやすさを考えた環境を実現するため「学術情報ネットワークＳＩＮＥＴ」

に直結するクラウドを使用してネットワークを構築するＩＣＴ環境を整備し

た。ＳＩＮＥＴは、国立情報学研究所が構築及び運用しているネットワーク

であり、ＳＩＮＥＴを利用してクラウドを使用し、システムを構築すること

で強固なセキュリティ環境を実現している（図表１参照）。 
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図表１ システム図（鴻巣市提供資料より抜粋） 

 

（２）ＩＣＴを活用した授業改善について 

 鴻巣市は、ＩＣＴを活用した学びの質を向上させるためには各校で実践を

積み重ねることが重要であると捉え、市内の小中学校での活用を推進するた

めの支援体制の構築に努めてきた。具体的には、鴻巣市学校教育情報化推進

ワーキンググループを発足し、ＩＣＴの運用や日常的な活用に係る意見交換

を通して活用法を開発してきた。ワーキンググループは、教育委員会が事務

局となり、組織体は各学校長や教職員で構成されている。 

 活用事例として音楽の授業では、大型提示装置を使用し、動画で視覚・聴

覚的に分かるようにリズムの学習等を行った。各教職員が工夫し、黒板も併

用しながらインターネットや映像等を用いて有効な活用を図っている。また、

スキルや活用法だけではなく使い方やデ

ジタルモラル面（デジタル・シティズンシ

ップ）の教育も推進し、児童生徒がＩＣＴ

を安全に使えるように取り組んでいる。 

今年度は、児童生徒の思考が深まるよう

な活用を目指して取り組んできた。活用事

例は、各校内での実践にとどまらないよう、

横の連携を図っている。ＩＣＴ支援員によ

る事例の紹介や活用をチラシにして情報

共有に努めている。 

     

（３）教職員の働き方改革について 

 フルクラウド化は、児童生徒だけではなく教職員にも効果を発揮している。

その１つが、令和３年４月から導入された教職員の働き方のＩＣＴ化である。 

大型提示装置  
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 新校務支援システムでは、今までセキュリティやシステム面で紙媒体等で

行っていた業務の見直しを行った。例えば、個人情報の流出等の課題はセキ

ュリティをクラウド利用によって解決を図り、どこでも端末の活用が可能と

なった。資料も電子化により押印や印刷の手間がなくなり、授業への活用も

スムーズになった。令和４年には学校日誌もデータ化され、出欠席・出張・

休暇等の入力データが連携し全て集約できるようになった。ＩＣＴ環境を導

入した結果として、調査ではひと月当たりの勤務時間を除く在校等時間が約

７時間軽減された。 

教職員の働き方は、校務システムを含め

教職員の業務をクラウド化し、さらに教職

員に固有のモバイルルーターを割り当て、

セキュリティに配慮しつつ校内にいなく

ても業務ができるようになっていたこと

が特徴的であった。 

 

（４）事業に対する予算措置について 

予算措置については、以下の通り。 

期間 項目(費目) 内容 金額 

令和３年度～ 

令和７年度 

（５年分） 

賃貸借料 

( 使 用 料 及

び賃借料) 

教職員の端末（Ｓｕｒｆａｃｅ 

Ｐｒｏ）及びコピー機やデジタ

ルカメラ等 

約７億８千万円 

保守費用 

(委託料) 

クラウドコンピューティングサ

ービス（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ａ

ｚｕｒｅ）等保守、研修代及び

ヘルプデスク 

約４億円 

通信料 

(役務費) 

モバイル端末、Ｗｉ－Ｆｉネッ

トワーク通信 
約１億円 

図表２ 教育ＩＣＴ基盤に係る予算の概要 

 

（５）事業実施による成果や保護者からの意見などについて 

 クラウドのシステムに変わったことによって、教育現場からやりやすくな

ったとの評価を受けている。児童生徒もみんな楽しそうに端末を持ち歩き、

構内のいろいろな場所で使っている。保護者もスマホなどから欠席連絡等が

可能となっている。教職員も端末を目的ごとに使い分ける必要がなくなり、

貸与されているモバイルルーター  
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１つの端末で全ての業務に対応できるため、教育活動も働き方にも変化が生

まれているとの評価もあった。また、教育ＩＣＴ基盤のフルクラウド化は教

育委員会としては全国初の事例であり、同業他社からの視察等も増加してい

る。 

 

（６）現状の課題と今後の展望について 

 現状の課題として、クラウドの基盤がマイクロソフトに依存していること

が挙げられている。マイクロソフトに障害が発生した場合または変更があっ

た場合の対応が必要となっている。 

また、今後の展望と課題として、通信量の増大に対する措置や将来を見据

えた教育の質の向上が挙げられた。課題に対して、活用履歴等の様々なデー

タを複合的に分析しながら利活用が進んでいない部分に対する方策を検討し

ている。加えて、新たに構築したシステムの改善と法的な部分への措置も課

題と考えているとのことであった。 

 

≪むすび≫ 

ＩＣＴ活用における先進自治体として視察した鴻巣市は、システム構築におけ

るコンセプトが確立された好事例であると考える。 

各委員からは、鴻巣市は、全教職員が児童生徒の教育について明確な方向性の

共通認識を持っていることを重要とし、現状の認識と改善すべき課題の顕在化、

求めるべき将来像が具体的にまとめ上げられていたことが特筆すべき部分である

との意見があった。また、校務システムについても、現場の声を聴いてＩＣＴを

校務に活用することで教職員の働き方改革につながり、改善結果を数値化するな

ど事後評価をするための取組を講じられている点も参考にすべきであるとの意見

などがあった。 

本市でも、全小中学校で学校間の格差なく、新しいツールとしてタブレットを

用いた授業が取り入れられていることが分かった。今後、先進地の課題を参考に

しながら本市の特色あるＩＣＴ教育を推進していただきたい。また、校務システ

ムのクラウド化を行う計画があるとのことだが、校外でも教職員の通信環境を確

保することを検討していただきたい。  


